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◎ 消防訓練の実施について
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５月１７日、此花消防署のご協力のもと、消防訓練を行いました。東棟エリアでの出火を想

定し、通報・消火・避難訓練を実施しました。訓練終了後、此花消防署担当からは、今回の訓

練の総評と今後の訓練の取り組みについて等のお話をいただきました。今回の訓練で得た教訓

を生かし、今後も定期的に実施してまいります。

　近畿２府４県の処理状況（廃棄物個体完了ベース）では、トランス類１，５１６台、コンデ

ンサ類２５，８４３台、ＰＣＢ油類３７８本を処理いたしました。そのうち大阪市内分は、ト

ランス類が８６６台（約６７．７％）、コンデンサ類が１０，４０３台（約８６．２％）、Ｐ

ＣＢ油類が２０２本（約６１．４％）となります。（対登録台数比）

５月２６日、「熱中症予防について」をテーマに安全

教育を行いました。熱中症については、毎年教育してお

り、作業従事者一同、十分に認識しておりますが、これ

から高温・多湿な気候を迎えるため、再教育として行い

ました。

　６月１０日、ＰＣＢ廃棄物処理事業検討委

員会大阪事業部会（ＪＥＳＣＯ主催、主査

酒井伸一　京都大学環境科学センター長）

を、ホテルグランヴィア大阪で開催しまし

た。今回は、「大阪ＰＣＢ廃棄物処理施設の

操業状況」、「蒸留設備にかかる腐食対策」

及び「運転廃棄物対策」等についてご報告し

ました。各委員の方々からご意見をいただ

き、それを踏まえて今後とも安全・確実に処

理事業を進めてまいります。   事業部会の様子

訓練の様子 此花消防署による講評の様子

安全教育の様子



◎ 施設見学の状況について

西棟でトランスやコンデンサ等から抜油・分離されたＰＣＢ油は、移送容器に入れられ、

専用のトラックで、液処理が行われている東棟へ運ばれます。触媒水素化脱塩素化法という

化学的な処理法により、反応器の中でＰＣＢをパラジウムカーボンという触媒を使用し、水

素を加え、２６０℃　常圧で、塩酸とビフェニルに分解します。

　液処理は、1日最大２トンのＰＣＢを処理する能力があります。

　☆大阪ＰＣＢ廃棄物処理施設見学方法☆

　 弊社のホームページを参照または総務課へご連絡下さい。

　・自由見学・１階情報公開ルーム（月～金曜日の午前１０時から午後４時まで）

　・予約見学・１階情報公開ルーム、見学者ホールなど

　　　　　　　毎週火、木曜日（午前１０時から・午後２時から）

　【問い合わせ】　日本環境安全事業（株）大阪事業所

　　　　　　　　　ＴＥＬ：０６－６４６８－０５７５

　　　　　　　　　ホームページ：http://www.jesconet.co.jp
洲男（しまお）

操業開始以来、今年５年目を迎えます。なお、８月から９月にか

けて定期点検を実施します。節電対策も念頭に置きながら、安全・

確実な処理を目指して、より一層の安定操業に努めてまいりますの

で、皆様方のご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

舞子（まいこ）
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☆編集後記☆

　施設見学者は、平成２３年６月末現在で、

１，０７８団体（７，９８５人）となっていま

す。

６月２８日には、廃棄物総合管理研修の一環と

して、海外からの見学者も来られ、熱心に見学さ

れました。

　ＰＣＢ廃棄物処理施設の紹介シリーズ
～⑦　液処理　（東棟）編～

反応器

施設見学の様子


